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市政ここが聞きたい いっぱん質問いっぱん質問

大
迫
診
療
セ
ン
タ
ー
無
床
化
対
応
は

無
床
化
の
見
直
し
を
求
め
て
い
く

若柳　良明 議員
（平和環境社民クラブ）

大迫地域診療センターの無床化について大迫交流活性化セン
ターで開かれた地域説明会では、多くの住民からベッド存続を
求める意見が出されました（１／１６）

農
業
の
再
生
産
の
た
め
所
得
確
保
を

安
定
し
た
農
業
経
営
を
目
指
し
連
携

中村　初彦 議員
（明和会）

耕作放棄地の解消が求められています。

　
　

1 0
月
末
の
J
A
い
わ
て

花
巻
の
青
果
物
販
売
額
は
前

年
対
比
8 5
%
で
2
億
4
，
7

0
0
万
円
の
減
少
と
な
っ

た
。
生
産
資
材
が
高
騰
す
る

状
況
下
、
農
業
の
再
生
産
の

た
め
の
所
得
確
保
が
厳
し
い

状
況
で
あ
る
。
県
の
動
向
、

農
業
委
員
会
の
建
議
や
、
農

家
・
農
業
団
体
か
ら
の
要
望

に
対
す
る
市
の
見
解
や
方
針

を
示
せ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

憂
慮

す
べ
き
状
況
と
認
識
し
て
い

る
。
市
と
し
て
は
、
今
後
も

再
生
産
可
能
な
農
業
の
構

築
、
後
継
者
不
足
や
耕
作
放

棄
地
の
解
消
の
た
め
国
・
県

に
提
言
す
る
と
と
も
に
、
補

助
事
業
や
市
単
独
事
業
の
活

用
に
よ
り
、
安
定
的
な
農
業

経
営
が
で
き
る
よ
う
関
係
機

関
と
連
携
し
、
花
巻
に
適
し

た
農
業
の
振
興
に
努
め
る
。

　
　

地
域
の
中
心
部
の
商
店

街
周
辺
の
魅
力
を
高
め
る
た

め
住
民
の
自
由
な
意
見
を
期

待
し
て
懇
談
会
を
実
施
し
て

い
る
が
、
市
の
現
状
認
識
と

成
果
の
見
通
し
を
示
せ
。

　
　
　
　
　

4
地
域
と
も「
商

業
力
」
が
低
下
し
、
こ
れ
ま

で
の
手
法
で
は
難
し
い
と
認

識
し
て
い
る
。
懇
談
会
を
開

催
し
、
そ
の
意
見
を
新
年
度

予
算
に
取
り
入
れ
た
り
、
中

期
的
な
事
業
と
し
て
、
最
終

的
に
は
市
全
体
の
ま
ち
づ
く

り
と
し
て
取
り
組
み
た
い
。

A
（
農
林
水
産
部
長
）

 

Q
 

Q

　
　

大
迫
地
域
で
唯
一
の
入

院
施
設
で
あ
る
大
迫
地
域
診

療
セ
ン
タ
ー
を
無
床
化
し
、

入
院
で
き
な
い
よ
う
に
す
る

と
い
う
方
針
が
示
さ
れ
た
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
市
と

し
て
ど
う
受
け
止
め
、
今
後

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く

の
か
伺
う
。
ま
た
、
無
床
化

対
象
市
町
村
と
の
連
携
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　

事
前
の
協
議
も

な
く
、
突
然
方
針
が
示
さ
れ

た
も
の
で
納
得
で
き
な
い
。

県
で
廃
止
後
の
具
体
案
を
示

し
、
説
明
が
な
け
れ
ば
譲
れ

な
い
と
考
え
る
。
ま
た
、
無

床
化
の
対
象
市
町
村
長
と
議

会
議
長
が
県
に
対
し
て
提
言

を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

今
後
も
関
係
市
町
村
や
市
長

会
等
と
情
報
共
有
と
連
携
を

図
り
、
無
床
化
の
見
直
し
を

求
め
て
い
く
。

 

Q

　
　

平
成
1 9
年
2
月
に
市
が

宣
言
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ

ン
構
想
を
ど
う
進
め
る
か
。

進
ち
ょ
く
状
況
、
今
後
の
方

針
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

バ
イ

オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て

チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
を
大
迫
総

合
支
所
の
ほ
か
3
事
業
所
で

使
用
し
て
い
る
。
ペ
レ
ッ
ト

ス
ト
ー
ブ
普
及
に
当
た
っ
て

は
関
係
機
関
と
連
携
し
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
新
規
に
導

入
す
る
場
合
は
補
助
制
度
な

ど
で
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

 

QA
（
農
林
水
産
部
長
）　

A
（
市
長
）

萬
鉄
五
郎
記
念
美
術
館
の
改
修
整
備

開
館
3 0
周
年
目
の
年
を
め
ど
に
計
画

小原　茂明 議員
（花巻クラブ）

萬鉄五郎記念美術館には多くの観光客が訪れています

中
小
企
業
へ
の
独
自
の
制
度
創
設
を

1 2
月
に
緊
急
経
営
安
定
資
金
を
創
設

藤井　幸介 議員
（無会派）

アナログ放送は平成２３年７月で放送終了となります

　
　

国
は
近
年
の
深
刻
な
経

済
状
況
に
対
応
す
べ
く
、
緊

急
経
済
対
策
と
し
て
、
中
小

企
業
者
に
対
す
る
緊
急
保
証

制
度
の
改
正
を
実
施
し
た
。

こ
れ
を
受
け
本
市
で
は
、
独

自
の
制
度
を
創
設
す
る
考
え

は
あ
る
か
伺
う
。

　
　
　
　
　

市
内
中
小
企
業

者
の
資
金
調
達
の
実
態
把
握

を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、「
緊

急
経
営
安
定
資
金
」
を
創
設

し
、
1 2
月
1
日
か
ら
運
用
を

開
始
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
資
金
は
、
市
の
制
度
融
資

に
か
か
る
既
存
の
債
務
を
1 5

年
と
い
う
長
期
の
資
金
に
借

り
換
え
る
こ
と
に
よ
り
、
キ

ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
（
※
）
の

改
善
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
。

A
（
市
長
）

 

Q

　
　

萬
鉄
五
郎
記
念
美
術
館

の
開
館
か
ら
2 4
年
経
過
し

た
。
こ
の
間
、
同
美
術
館
で

は
積
極
的
に
展
示
会
や
学
芸

研
究
が
行
わ
れ
、
全
国
的
に

も
評
価
が
高
い
と
認
識
し
て

い
る
。
今
後
に
お
い
て
も
新

た
な
文
化
づ
く
り
や
人
づ
く

り
に
大
き
く
貢
献
で
き
る
美

術
館
と
し
て
、
ま
た
、
地
域

文
化
の
発
信
基
地
と
し
て
活

動
展
開
と
美
術
館
機
能
の
充

実
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
考

え
る
。
し
か
し
、
施
設
が
狭

隘あ
い
で
あ
る
た
め
、
収
蔵
や
展

示
の
面
で
制
限
さ
れ
て
い
る

状
態
で
、
早
期
に
改
修
整
備

が
望
ま
れ
て
い
る
。
総
合
計

画
に
当
該
美
術
館
の
改
修
整

備
が
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、

現
時
点
で
の
計
画
の
検
討
内

容
と
実
施
可
能
な
時
期
に
つ

い
て
の
見
解
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　

萬
鉄
五
郎

 

Q

A
（
教
育
部
長
）

A
（
市
長
）　

　
　

あ
と
2
年
7
カ
月
余
り

 

Q

で
ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
終
了

し
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に

完
全
移
行
と
な
る
が
、
本
市

に
お
い
て
放
送
が
見
ら
れ
な

い
世
帯
は
あ
る
の
か
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
は
、

テ
レ
ビ
の
難
視
聴
地
域
に
つ

い
て
、
1 0
月
に
電
界
強
度
調

査
を
、
1 1
月
に
テ
レ
ビ
を
使

用
し
て
受
信
状
況
の
調
査
を

実
施
し
た
が
、
す
べ
て
の
地

点
で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を

受
信
で
き
る
こ
と
を
確
認
し

て
い
る
。

A
（
総
務
企
画
部
長
）　

バ
イ
オ
マ
ス
構
想
は

商
店
街
の
活
性
化

本
市
の
地
デ
ジ
対
策

※「キャッシュフロー」＝経営における資金の流れを意味し、
企業活動の結果、実際に得られた収入から支出を差し引い
て手元に残る資金の流れのこと。

記
念
美
術
館
は
、
昭
和
5 9
年

の
開
館
か
ら
2 4
年
を
経
過
し

て
い
る
た
め
、
資
料
の
増
加

と
と
も
に
狭
隘
と
な
っ
て
き

て
い
る
。
計
画
内
容
に
つ
い

て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
既
存

建
物
の
改
修
を
考
え
て
い

る
。
時
期
に
つ
い
て
は
、
開

館
3 0
周
年
に
当
た
る
年
を
め

ど
に
計
画
を
進
め
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
。
ま
た
、

資
料
の
増
加
に
伴
う
対
策
と

し
て
は
、
花
巻
市
博
物
館
と

の
連
携
に
よ
り
、
適
切
な
資

料
の
保
管
・
保
存
が
図
ら
れ

る
よ
う
措
置
し
て
い
く
。

き
ょ
う


